
あたたかいこたつ／家の家族は五人／「五角のこたつならいいなあ」／と、おねえさん／一番あとからはいる

かあちゃんは／私と同じ所／私はやっぱり／四角でもいい （2011.1.1 朝日新聞「天声人語」より）

福島県の小学校5年生の詩。お母さんと肩を寄せ，並んで座る少女の幸せと安心感がほのぼのと伝わってくる。

便利で豊かなことだけが幸せじゃなかったと，はっきりわかった「今」．．．
人間の幸福感は，便利で豊かな生活を追い求めるだけでは得られない。この詩からあふれ出る「ちょっときゅうく

つな幸せ」が持つ安心感を，はっきりと思い描き，「うん，うん。一緒にいるのって，いいよなぁ」と再確認する。

松尾芭蕉は，変えてはいけないこと（不易）と変わらなければいけないこと（流行）の大切さを「不易流行」と

いう言葉で表しました。私たちは「今の時代････」などと，「今」の流行(はやり)が正しいと安易に考えがちなので

すが，いつの時代にあっても大切にされた「不易」の部分を見つめ直すことも大切だなと考えさせられます。

年末に行われる衆議院選挙。子どもたちの幸せな未来に繋がる選挙です（もちろん大人にとってもですが．．．）。

生徒の皆さんもぜひ関心を持ってください。関心を持つことは未来に繋がりますから。

後期認証式
[新生徒会本部役員]
生徒会長 Ｔさん 生活委員長 Ｍさん

副会長 （ ２年 ） Ｋさん 文化委員長 Ｙさん

副会長 （ １年 ） Ｂさん 体育委員長 Ｅさん

書 記 長 Ｏさん 保健委員長 Ｉさん

書 記 Ｎさん 美化委員長 Ｗさん

会 計 長 Ｙさん 図書委員長 Ｍさん

会 計 Ｋさん 緑化委員長 Ｔさん

未知なる世界へ…「生き方探究･チャレンジ体験」２年生
２年生の最大の行事である「生き方探究・チャレンジ体験(略称：生きチャレ)」が11月５日(水)から７日(金)に行われ

ました。働くことの厳しさや喜びを身にしみて感じた３日間だったのではないでしょうか。一方，私たち教師にとって
も，学校では見たことのない生徒たちの表情に触れるよい機会となりました。大いに価値のある生きチャレでした。
どんな仕事も，最後は「ひと」につながります。「ひと」の幸せにつながるのが「仕事」です。だから，仕事をしてい

る「わたし」もうれしくなるのです。この３日間，生徒たちは今までつながりのなかった人と関わりました。「家」と「学
校」の外に広がっている社会で，ほんの少し自分の世界を拡げる体験をしました。
「社会は厳しい」といいます。しかし，生徒たちは厳しさの後ろに広がっている「温かさ」の感触だけは感じ取った

のではないでしょうか。そして今後，その「温かさ」の正体を確かめていくことが，「働くこと」，ひいては「生きるこ
との意味」のようなものにつながっていくのかもしれません。
「社会とは人と人とが支え合う仕組みのことだ」と語った人がいます。言い方を変えると，「人を信じる」ことよって

私たちの生活は成り立っているということです。信じているから一緒に生活できるのです。
この３日間の体験を中心とした一連の学習が、来年の進路選択にも生きることを願います。

11月12日(水)に後期の生徒会認証式が行われました。
新本部役員に続き，3年10組と11組が代表で校長先生
から認証書を受け取りました。旧生徒会本部役員の挨
拶は1年間の「感謝」に満ち，新役員からは純粋な「やる
気」があふれ出ていました。
そのあと，柔道部を始め多くの表彰を行いました。
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1２月のおもな予定

1(月) 評議・各種委員会

3(水)オープンスクール
新入生保護者説明会

5(金) 育成学級校外学習

8(月) ＰＴＡ実行委員会

9(火)1,2年科学センター学習

13(土) ふしみ人権の集い第2回学習会

15(月)～19(金) 個別懇談会

16(火) マラソン大会
※給食なし

17(水)[ﾏﾗｿﾝ大会予備日]
※給食なし

22(月) 途中終了日※給食あり

24(水)～26(金)
ウインタースクール(3年)

29～1/ 2 学校閉鎖日

1/ 6(火) 再開日 ※給食あり
ＰＴＡ実行委員会

1/14(水) ３年学年末テスト
１週間前

１年生 小学校訪問 読み聞かせ

11月12日(水)，１年生は校区の４小学校の１，２年生の学級に
入り，絵本の読み聞かせを行いました。中学校では下級生となる
１年生ですが，小学生の前に立つと「お兄さん，お姉さん」の顔つ
きになるから不思議なものです。
今回，児童に好評だったのは妖怪ウォッチのブームに乗った，

名札代わりの「ネームウォッチ」でした。小学校からは，クラス
の全員がネームウォッチをつけた腕を誇らしげに見せている写
真も送られてきました。生徒のアイデアはほんとうに面白い！
小学校ではゲームをしたあと，絵本の読み聞かせ。集中して

耳を傾ける姿。少しでも絵本に近づこうと，立ち上がって聞く児
童。そして，ひざの上に座ってくる児童や，つないだ手を離さ
ない児童など．．．。たったの２時間でしたが，生徒たちの思
いは通じたようで，非常に
「濃い」時間を過ごしたようで
す。（可愛かったけど疲れた
そうですよ。）
この体験が，お互いの胸

の奥に，小さくてもいい，ひと
つの楽しかった思い出として
刻まれることを願います。

人権擁護啓発

ポスターコンクール

「京都市長賞」受賞

Ｍさん （２年）


